
磐

奮

藁

報

。
昭
和
十
四
年
度
漢
文
関
学
科
講
義
題
目

何
議
一
伝
統
滋

mu

係
数
概
倫

近
間
山
録
講
義

儀
機
一
氏
疏
波
mm

釘
体
、
土
台

5
1乙
A
:五
よ
L
〉之荘ハー

設
叫
普
通
ぶ
・
ヌ
芯
託
研
お
17

・r
九
段
似
町
立

て
11pdwリ
，
守
f
d
h
nド

支
那
文
略
…
e

・史

絞
凶
集
談
義

支
那
訴
訟
'

。
本
年
度
卒
業
生
論
文
題
目

十
禁
の
研
究
れ
主
と
し
て
成
立
年
代
に
就
い
℃
Jv

h
a

ドハ持

E
Hい
つ
庁
vし

'
J
ノ
i
M
h
o
λ
J山
市
行

ν~γ
依
り
ノ

玄
郊
一
一
一
一
日
諸
島
-
史

総
数
に
於
け
る
道
に
つ
い
て

先
奏
時
代
に
於
け
る
正
名
論

我
が
閣
に
が
、
け
る
易
態
?
と
そ
の
影
響

議
殺
の
研
究
れ
大
蛇
可
決
縦
二
枕
い
仰
を
中
心
と
せ
る
V

!]、機内 i勺内諸諸説吉
野谷野野野橋橋橋

議講談数孝文教教数数
fi手前imv授授授授授授

部
山
弘
前
中
一
治

荒

井

柴

A
E
s
-
-
'
'
J
訓、弘、

手
。
興
.
到

来

浮

一

郎

'い
k

、一1
リ

ゐ

民

/urLρ

』

鈴

木

時

株

行
代
ぶ
佐
官

h
M

ノ

ノ

立

花

刀

工

i

織
緯
研
究

。
本
年
度
整
合
委
員
氏
名

庶
務
部

為
可
ふ
l
沢
市

一-一
Z
H
4
J
U

Y
γ
B
t
r
u
w
h
H
 

拶
J

ヲ
音

内大市林米米
HJ島木宇 11J山
三寅寅
武良15太太

龍一雄♀郎長15

;tiミ

さ荒
木
荒
チj二総
菜二

て
・
げ

u
s
r令
‘

y

，、，

ね
抑
制
山
下
均
削

~n 
j泰

。}

渡
益
弘
一
郎

高
橋

俊
英

h
H
f
ト

γ
1三
九
仏
2
1

h
I
4
4ノ
4
i
'
J
hぷ
ぶ
れ

。
北
支
溺
鮮
放
行
間
報
告
座
談
合

昭
和
十
四
年
五
日
パ
ム
ハ
呂
午
後
一
時
よ
り
、
渓
文
皐
第
二
研
究
ハ
魚

料
、
お
い
℃
、
去
る
一
一
一
月
二
十
日
よ
り
問
月
初
旬
じ
か
け
℃
、
北

支
瀦
鮮
方
一
向
を
放
行
し
て
来
た
絞
行
間
の
報
合
底
談
ん
何
日
中
む
開
催

し
た
。
諸
橋
・
内
野
一
階
先
生
b
L
始
め
、
集
問
、
内
野
、
飯
川
、
上

品
、
林
の
諸
先
輩
も
御
山
川
応
下
さ
つ
℃
、
非
常
な
ほ
脅
す
わ
っ

た。一
、
間
人
切
り
之
御

一
、
所
感

一
、
大
限
の
印
象

つ
北
京
の
郊
外

つ
緩
溝
橋
の
ほ
と
り

つ
日
本
人
の
無
作
法

占
も
ト
乙
限
γ
ケ
」
レ

υ

コLYJ
庁之

町

三

コ

メ
1
J
r
f
d
d
U
1
h
L

司或妥拭HUf
心小小丸.川

一

冨
Edιt?
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諸
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詩
/
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3品
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舟
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E
L
ι
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療
生
均
予
j
z
 

間
常
生

率
生

雨:京米 lt~ 荒!有荒
嬰子

世c U~ 1% :JI二寺文子i二
放 xt氏煮詰校計

一一-58一一両



一
、
芝
肢
の
ニ
と

一
、
来
安
市
場

つ
支
郊
の
衛
生

一
、
教
育
の
資
欣

つ
支
那
応
お
け
る
日
本
訟
の
教
育

一
、
提
携
の
教
育

つ

法

敬

一
、
政
治

一
、
熱
河
の
話

一
、
飛
行
機
。
踏
絵

一
、
鈴
純
ハ
ハ
文
郊
の
唄
)

一
、
問
曾
之
僻

JO春
季
講
演
曾
(
第
一
一
同
〉

幼接関長足感 Jむ先祭事与~ J裂感
子生長生生輩叢生生生生生

米鈴内従荒飯鎌雨 Jlミj)c干J鈴
聖子

山本数藤井¥1-¥I司 Ij;¥"橋鳥山本
氏活技イ土持氏氏対行泣;JJ':_f1" 

六
月
十
七
日
午
後
一
時
よ
り
西
絵
本
部
合
議
去
に
℃
開
催
。
ム
何
日

…
一
役
諸
橋
先
生
を
始
め
、
来
聴
者
八
十
鈴
名
に
及
び
、
縫
合
樫
に

移
了
。

一，

m
附

曾

之

総

事

生

楽

井

楽

君

一

、

中

世

に

於

る

博

士

家

の

活

動

川

瀬

一

潟

氏

と
そ
の
持
本
に
つ
い
℃
。

時
代
区
分
よ
り
始
め
て
、
博
士
家
の
始
誠
、
平
安
朝
と
中

世
に
訟
け
る
博
士
家
の
相
逮
.
奈
良
執
よ
り
室
町
時
代
に

及
ぶ
持
本
の
検
討
を
踏
裁
許
さ
れ
)
中
世
記
訟
け
る
明
粧
持

土
の
招
致
に
去
っ
℃
、
そ
の
代
表
者

Z
清
涼
家
巴
と
り
.

一
、
桜
栄
一
一
、
数
隆
一
一
一
、
公
民
の
活
動
b
L
詳
述
さ
れ
た
。

つ
自
存
「
泰
代
に
於
け
る
絞
者
総
局
の
研
究
」

に

封

ず

る

略

述

内

野

熊

…

郎

氏

渓
代
今
古
文
に
臨
す
る
検
討
と
し
℃
奈
代
の
絞
議
終
訟
の

研
究
主
試
み
、
第
二
円
周
末
議
代
の
一
れ
ん
W
H

欣
態
、
問
山
怨

系
統
、
第
二
に
、
絞
総
?
の
態
、
皮
論
(
師
法
論
、
家
法
命
)

第
一
一
一
民
事
周
未
薬
代
の
絞
設
と
、
府
代
浅
代
の
そ
れ
と
の

関
係
、
以
上
一
一
一
方
向
を
究
明
す
る
こ
と
に
努
め
た
こ
と
を

絡
越
せ
ら
れ
た
。

一
、
間
合
之
櫛

十
月
二
十
八
日
ハ
土
)
午
後
一
時
よ
り
、
第
一
一
段
文
態
研
究
窓

に
於
℃
開
催
。
ん
何
日
長
諸
橋
先
生
を
始
め
、
多
数
の
先
輩
及
び
合

員
出
席
の
縫
合
す
ゐ
っ
た
。

一
、
間
合
之
滋

一
、
謎

一
、
子
見
溺
子
に
つ
い
て

つ
批
評

一
、
間
曾
之
僻

O
第
一
同
研
究
議
表
合

，f--st1. 
一手よ

生

一的橋

俊
英
行

‘事態態
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方
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高
橋
俊
英
方

勝一生

一一 89---



悼
服
部
宇
之
吉
先
生
之
莞
去

東
京
文
理
科
大
卒
漢
文
挙
曾

謹


	0111
	0112
	0113

